
鴻池組の施工BIM

BIM調整会議とBIMによる施工図作成

株式会社鴻池組 福 拓也
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工事概要

• 受注方式:設計施工一貫
• 建設地 :愛知県
• 主要用途:一般廃棄物処理施設
• 設計期間:2020年9月~2021年9月
• 工事期間:2021年9月~2024年6月

（本体工事）
• 階 数:地上4階・塔屋2階
• 主体構造:RC造・S造・SRC造
• 敷地面積:32,996㎡
• 建築面積: 5,600㎡
• 延床面積:10,700㎡

今回工事範囲
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作業体制

 BIMマネージャー 作業所職員:1名
支援部門 :サポート2名

 BIMモデラー 現場施工図担当者:1名

BIMマネージャー

BIMモデラ―

建築モデルの作成
各社データの統合作業

現場事務所

各々の作成データをアップ

店内支援部門

サポート

各社間のデータ変換に関わる事項
会議運営に関わる事項

プラント

設備・電気
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使用したBIMツール

 Revit:建築モデル作成
 Navisworks Manage/Freedom:統合・干渉確認
 GLOOBE :建築設計データ作成

IFC変換時に設備モデル簡易化

専門工事会社使用ソフト
〇タクマ
 EYECAD
 iCAD
 GLOOBE

〇朝日工業社
 CADWe'll Tfas
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基本設計レベルの統合モデルを作成

実施設計レベルの統合モデルを作成

BIM調整会議を実施
建築・プラント・設備の3者の各施工モデルを統合

取組みの概要

初期段階での合意形成

BIM調整会議の基盤固め

施工図・製作図レベルの
モデル作成

現場でのモデル運用

Round0

Round1

Round2

2D図面の出力

設計段階

施工段階
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取組みの概要（ワークフロー）

フロントローディング
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BIM調整会議での干渉個所の確認

施工図・製作図レベルの
モデル作成

各社モデルアップ・統合

1W～2W（干渉個所確認）

BIM調整会議

１M

各社会議内容を基に修正 各社モデルアップ・統合
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干渉リスト（クラッシュレポート）
干渉懸念リスト
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BIMから２D施工図面の出力

調整会議の内容を反映して
施工図化
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取組みの効果

 現場事務所での対面＋WEB会議のハイブリッド形式で実施したこと
で、遠隔地の関係者も参加し打合せができた。

 施工前に干渉箇所を抽出し、手戻りを
減らすことができた

 各社BIMによる統合に対して効果を感じ
開催を重ねるごとに会議時の運営方法等に
も前向きに意見を頂けるようになった

 施工図作成の手間が、BIMモデル作成のみ
に集約された
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成功要因と工夫点

 建築施工モデルについては、早期に鉄骨FABのデータを取り入れた
モデル作成省力化・施工図としての精度も上がった

 現場のBIMモデラ―が、施工図経験豊富な人材
 会議体の設定と、会議に関するデータの管理を全てTeamsで統一

したため、運営に掛かる労力が最小限に抑えられた
 フリーソフトを併用することで、モデルを確認できないメンバー

を無くした

 適宜、分科会を実施した
 細かな調整事項等は、チャット機能を使用し調整会議以外でも

盛んにやり取りを行った
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次回改善点

 ソフトによっては、IFC変換時に情報が付随してこない事例が
あった。IFC変換時のルール徹底を図る必要がある

 共有中の画面上のどの部分について指摘しているかがわかるような
工夫が必要（クラッシュ部分以外の指摘が特に）
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ご清聴ありがとうございました


